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結婚差別のゆくえ
一大阪府『同和問題の解決に向けた実態等調査報告書』謂査結果から一

粛藤直子*

はじめに

大阪府『同和問題の解決に向けた実態等調査

報告密J(以下 f2000年調査』とする)による

と、同和地区内における「夫婦の一方が同和地

区出身j、すなわち同和地区出身者(以下、地

区出身者とする)と地区外出身者の結婚の割合

は、若年層になるほど、あるいは結婚時期が現

在に近づくほど高くなっているという。しかし、

その一方で若年層ほど結婚における被差別体験

事が高いという結果が出ている。

前者の調査結果からは、部落差別は「減少し

た」という解釈が成り立っかもしれない。しか

し、後者からはむしろ差別は「増大した」とい

う主張ができるかもしれない。この一見矛盾し

た結果は、どのような結婚差別の現状を反映し

ているのだろうか。

本稿では、1"2000年調査(彼差別体験調査H

のヒアリソグ調査結果から、地区出身者と地区

外出身者の結婚率が上昇する中で、地区出身者

が結婚の「条件jを付与されるなどの様々な困

難を抱えていることを主張し、その観点、から上

記の問題について考察していきたいと思う凡

さらに、結婚を許可したからといって、地区外

出身者側の両親・親戚の差別意識が払拭された

とは必ずしもしそえないことを述べる。

最後に、以上の点から結婚差別を乗り越えた

ことが即、部落差別の解消とはいえないことを

主張したし、。

1 .結婚差別の現状-1i2000年
査』アンケート調査結果から

1 -1 i夫婦の一方が同和地区出身」 の増加

F2000年調査(同和地区住民意識調査)..1で

は、「問26. あなたと結婚相手(配偶者)の生

まれは、次のどれにあてはまりますかJという

質問を行い、婚姻関係について類型化している。

回答は、「夫婦とも同和地区出身」が21.1%、

「夫婦の一方が同和地区出身」が45.7%、「失

婦とも同和地区外出身」が26.0%となっている。

また、「これを5歳刻みの年紛階層別に分類

すると、年齢階層が若い階層ほど、『夫婦とも

同和地区出身』の比率が減少しており、 f70歳

以上』での34.4%が、 f25~29歳』では9.2%に

なっている。逆に『夫婦の一方が同和地区出身』

の比率が増加しており、f70歳以上』での25.5

%が、1"25........29歳』では71.5%になっている」

という2h

また、 5年刻みの結婚時期別の分類でみて也、

結婚時期が現在tこ近づくほど、『夫婦とも同和

地区出身』の比率が減少し、『夫婦の一方が同

和地区出身』の比率が増加している3)。

以上のことから、地区出身者と地区外出身者

の婚姻は、年齢が若い階層ほど、そして結婚時

期が現在に近づくほど増加していることがわか

る。

ところで、 r2000年調査(同和地区住民意識

調査uは、同和地区内居住者に対象を限定し
ているため、同和地区からの転出者は調査対象
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から除外されている。後述するように「夫婦の

一方が同和地区出身」の婚姻では、地区からの

転出が結婚の条件とされる場合が少なくない。

したがって、転出者層を含めるとすれば、同和

地区出身者の婚姻関係のうち「夫婦の一方が同

和地区出身」の比率はより高くなると考えられ

る。

ト 2 若年層ほど結婚における被差別体

験率が高い

上記の問26マ「一方が同和地区出身の夫婦」

と回答したものの中で、地区出身者に対しては

「結婚について、あなたが同和地区出身といヨ

理由で、次のような体験をしたことがあります

か」という質問をおこない、地区外出身者には

「結婚について、結婚相手が同和地区出身であ

るという理由で、次のような体験をしたことが

ありますかJという質問をおこなっている4)。

地区出身渚への質問に対する回答は、「相手

の家族や親族から、結婚を反対されたJ15.6%、

「相手の家族や親族の中に、結婚式への出席を

拒んだ人がいたJ4.0%、「結婚後、相手の家族

や親族の中に、つきあいを拒否する人がいたJ

4.2%、「相手の家族や親族から、結婚後は同和

地区外にヲlっ越すように言われたJ3.8%、「相

手の家族や親族か色、冷たい視線やよそよそし

い態度を感じたJ4.5%、「いずれの体験もない」

71.6%である。以上の項目のうち、 fいずれの

体験もない」以外の項目の合計を「差別を体験

したJとして括っている (20.6%)。

これを、15-39歳の若年層に限ってみると、

順番に18.4%、4.5%、5.1%、7.6%、5.6%

(f差別を体験した」の計は24.7%)であり、

「いずれの体験もない」は72.5%である討。

次に地区外出身者の場合、「自分の家族や親

族から、結婚を反対されたJ22.9%、「自分の

家族や親族の中に、結婚式への出席を拒んだ人一

がいたJ4.9%、「結婚後、自分の家族や親族の

中に、つきあいを拒否する人カ川、たJ6.4%、

「自分の家族や親抜から、結婚後は同和地区外

に引っ越すように言われたJ6.5%、「自分の家

族や親族から、冷たい視線やよそよそしい態度

を感じたJ6.4% (f差別を経験したJの計は27.

9%)、「いずれの体験もないJが65.1%である。

これを、 15--39歳の若年層に限ってみると、

順番に28.9%、4.9%‘4.6%、10.9%、4.9%

(f差別を体験したJの計は33.6%)であり、

「いずれの体験も怠い」が62.8%マある。

以上のことから、 W'2000年調査委員会委員報

告串(同和地区内意識調査)Jでは、若年層ほ

ど結婚における被差別体験の割合が高いと結論

づけている.これは、 若年層ほど、そして結婚

時期が現在に近づくほど 「一方が同和地区出身

の夫婦」の割合が増加しているという結果とは

対照的である。

以上の調査結集におドて注目したいのは、地

区出身者よりむ地区外出身者のほうが「差別を

経験したJの割合が高いという点である。この

点については、次節で考察を加えたい。

また、上記の「結婚における被差別体験」は、

結婚に至ったむのに限っていることを考慮、に入

れなければならない。つまり、結婚差別によっ

て結婚に歪らなかったタースは除外されている

のである。そのため、実際に「差別を体験した」

割合はより高いことが推霞IJできる。

ト 3 r破談」経験は変化していない
結矯に至らなかったケースが除外されるとい

う欠点を補うために、 f2000年調査委員会委員

分析(同和地区内意識調査).~では 「破談J 経

験について質問を行 eっている。

「結婚を意識しながら結婚までいたらなかっ

た経験J(破談の経験)は、回答者7418人のう

ち1290名で、げ.4%を占めている。しかし、破
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談経験者全体には地区外出身者も含まれている

ので、地区出身者のみに限定すると744名とな

り、地区出身者全体の20%近くが破談を経験し

ていることになる。地区出身者でなおかつ破談

経験者である744名のうち約45%が同和問題に

関係した破談の経験をもっている。

つまり地区出身者の場合、「結婚を意識しな

がらの交際が実らぬ結果に終ったケースの半数

近くにおいて『同和問題が関係していた』こと

がわかる。結婚に闘わる部落差別の深刻な実態」

を示してドるのである 6)。

また、年齢階層別に見ると、「経験率が最も

高い0"40.......49歳』の階層で35.4%、最も低い

f60-69.i歳の階層で28.3%であり、若年層か

ら高齢層までがこの闘に分布している。年齢階

層別に見る限り、『結婚を意識しながら結婚ーま

で歪らなかった経験J(破談の経験)において、

その原因が同和問題に関わっているケースの割

合に顕著な変化はなく、事態が改善されてきて

いるとは言い難L、」としている。

ただ、「結婚を意識しながら」という質問の

方法が駿味なため、「破談の経験Jの割合には

縁談が生じていながら結婚に至らない、いわゆ

る「破談」だけではなく、単に交際が終わった

というケースも含んでしまう。 被差別体験の衝

撃にかわりはないだろうが、それぞれ別のケー

スとして分析する必要があると思われる 7)。

1 -4 第 1節のまとめ

以上、1i2000年調査』のアソケート調査結果

をもちいて、結婚差別の現状のアウトラインに

ついて述べた。トlでは、「婚姻関係Jについ

て概観した。地区内出身者と地区外出身者の結

婚はすでにある一定の、しかも高い割合に達し

ている。そして、若年庖になるほど、そして結

婚時期が現在に近いほどその傾向は強くなって

いる。 1-2では、「結婚における被差別体験J

~ 

についてみてきた。「結婚における被差別体験J

の割合は、若年層ほど高くなっている。ト3

では、「破談Jについてみてきた。「破談jの割

合は、年齢別にみてもほとんど変化がなく、状

況が改善されているとは雷い離し、。

ところで、 1-1で述べた「婚姻闘係Jの結

果だけをみれば、結婚差別はなくなりつつある

という主張ができそうだ。しかし、 ト 2や卜

3からは、差別はなくなっていないと主張する

こともできそうである。 この調査結果をどう捉

えればよいのだろうか。

次節では、結婚率が上昇する一方、結婚に至っ

た場合の「被差別体験」の割合も高くなってい

るという、一見矛盾しているように恩われる調

査結果について、ヒアリングの事例を用いて考

察する。

2.聞き取りデータより

本節では、 f2000年調査(被差別体験調査)J

のヒアリソグ調査結果から、上記の問題につい

て考察する。そのためには、「一方が同和地区

出身Jの夫婦でなおかつ結婚における「被差別

体験Jを受けたといういく つかの事例をとりあ

げる方法が有効であると恩われる。そこから、

地区外出身者と結婚した地区出身者が受けた

(あるいは受け続けている)r被差別体験」の
諸傾向について、以下の順に考察する。

2-1では、 一定の条件つきで結婚を許され

たケースについてみていく。条件が付与される

のは、結婚に反対する中での競歩という場合が

多いが、結婚に反対しないかわりにはじめから

条件が付与される場合もみられた。また、地区

外出身者の家族だけが共有する「隠された結婚

条件Jというべきものがみられた。

2-2では、地区出身者の結婚相手やその家

族が、結婚後も差別意識を払拭しきれないケー
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スについてみていく。また結婚後に、結婚相手

やその親類の差別意識があらわになるケースに

ついてもみていく。

2-3では、一度受けた差別は一生忘れるこ

とができないものとして、家族関係や親戚づき

あいに影響令あたえ続けていくことを述べる。

そしてこれらの事例から、地区出身者と地区

外出身者の婚姻の治加をもって、即座に結婚差

別は解消したとはいえないことを示したい。つ

まり、結婚の許可と差別意識の払拭は必ずしも

両立しないので、周囲の差別意識を払拭しない

ままの結婚率の上昇が、むしろ結婚時の「被差

別体験Jの割合を高くしていると考えられる。

2 -1 結婚の「条件」という差別

ヒアリソグでは、「一方が同和地区出身」の

夫婦の場合、一定の条件の下で結婚を許可され

ているケースが多くみられた。結婚に反対する

中で、地区外出身者側の両親が譲歩として条件

を提示する場合もあれば、表立った反対はしな

いけれども「隠された結婚条件Jを付与してい

る場合もある。

それではまず、「条件Jの中でもっとも顕著

であーった、「地区出身を隠す」というむのにつ

いてみていこう。

事例1

Aさんは地区外出身の20代の女性である。 A

さんは、母親から地区出身者との結婚は避けて

ほしいと言われた経験があった。

母親とかが、そういう地域はこわい人が多い

からやめときやというのは、以前、結婚する前

に言ってたことがあったんですよ。だから、

{地区出身者の)だんなはうちの母混とかに会っ

て、そんなに人柄的にはそんなこわいとかいう

ことはないんで、怠がいうと(言い出したら謹

の言うことを)聞かへんというのが知ってるか

ら、 >>Ijに長対もなしにすんなりD だから逆にこ

れの方251珍しいって、だんなは言ってましたけ

どね。

Aさんは現在の夫との結婚を反対されるので

はないかと気に病んだという。左ころが実際に

は、結婚を反対されることはなかった。ただし、

親戚には夫が地区出身者であることを伏せてお

くようにいわれた。

t質問者:結露の反対はなかったんですね?)

結婚に関してはそうですね。ただ、まあ親戚と

かに言わないとかつて、そういうのはあります

けどね。隠し通してみたいな。(質問者:;お母

様は、少し気にされた?)昔そういう風に言っ

てたから。こわいというイメージが、集団でやっ

ぱりやって〈るみたいな(笑)。図舎になれば

なるほどそういう噂って大きくなるし、言って

しまったらね。だからそこでもう一止めとこか、

お母さんだけで止めといてみたいな感じありま

したけどね。

(質問者:親御さんだけに、 その話をとどめと

いたらまあいいとりいいというか、まああえ

て、もうそんな盟戚関係も、ま、いうたらお母

さんにとっては子どもですよね、私、 子どもと

そのお母さんの従兄弟とか、そういうとこの関

係って薄いというか、ほとんどあんまりない

じゃないですか。年に l回ぐらいゃから、わざ

わざ言う必要がない。田舎とかやったら差別的

なところ残ってたりするし。部会の方が薄いで

すからね、差別というか、そこまで無関心なの

かもしれないですけどね。思舎の方がつながり

強いから。

母親が親戚に言わない理由について、 Aさん

は「言うことによって別にメ リッ卜もないし、

逆にほら、ヂメリットの方が多いから、今は。
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やっぱ言えない世間ですかねJと考えている。

次の事例では、「地区出身を隠す」、「運動を

しない」、「地区内に住まない」 などの具体的な

結矯条件が提示されている。これは、「結婚の

条件Jの代表的なものを全て含んでいる。

事例2

Bさんは、 40代の女性である。大学を卒業し

てすぐ、行政職員として地区内の施設に赴任し

た。仕事を通じて、地区の解放運動支部専従職

員である現在の夫と出会う。 Bさんは、結婚を

考えている相手が地区出身であることを両親に

伝えた。最初は、 「その人がどうこうじゃなくっ

て、いろんな本を読んだりとか、部落差別を考

える中では賛成できないって、rなんであえて
差別されなあかんところにお嫁に行かなあかん

のかなJJという理由で反対を受けた。しかし、

途中から rr親戚の人たちゃ、いとこたちが結

婚するときにね、あなたが部落の人と結婚し

たっていうことで、その人が結婚差別を受けた

らどうするの』って、『あんた、どうやってそ

ういうこと言われたら責任とるのJJという反

対に変わっていった。

ところが、母親は相手の男性に面会するうち

に彼の人がらを信頼し、逆に父親を説得する立

場になった。ただし、結婚に際して母親からは

3つの条件を言い渡された。

「じゃあそんなに結婚したいって患うのなら、

3つ条件をつけますJって言ったんですよ。ひ

とつは怒落解放運動を仕事にしてるので、部落

解放運動の仕事を辞めて、全く違う仕事につい

てください。ふたつめは、部落の中に住まない

で一般に住んで下さい。 三つめがあなたたちは

好きで結婚したからいいけども、自分の孫が差

別されるのは見たくないんで子どもは作らない

でちょうだいって。

さらに、結婚式で失の仕事を明かさないこと、

つまり「地区出身を隠す」 ことが付け加えられ

た。

結婚式のときにはね、うちの親量まには部落で

あるっていうことは今の設搭ではね、吠せてお

いてほしい。やっぱり、まだまだ、いとこたち

が結婚をしてない中ではね、迷惑をかけては図

るのでそういうことがクリアされるまでは、ま

あうちの旦那にしたらオルグしたいっていうの

がありますよね、でもそれはちょっと控えてほ

しいっていうことで、それだけは飲んだんです

よ，

「運動をしないJ、「地区内に住まない」とい

う条件も、「地区出身を躍すJのバリエーショ

ンであると思われる。つまり、周囲からいかに

出身を隠すかということが結婚条件の最大の焦

点になっており、従来のような「血筋」による

地区出身者への嫌悪感が示されることはない。

ただし、後述するようにそれは必ずしも差別意

識がなくなったということを意味しない。

次の事例む、従来のように「頭から反対とか

じゃなくて」、地区にさえ居住しなければ結婚

に反対しないという傾向が語られている。

事例3

Cさんは地区外出身の40代の女性である。 C

さんは、地区出身の夫との結婚を反対された経

験を持っている。以下は、 Cさんが部落解放運

動に参加する中で見聞きした、最近の結婚差別

の状況である。

ひどい話はね、 roo(;地区名)に住んでる
から、部落同士間まってるからあかんのやJっ

ていう話はあるんです。「何でやねんJつてな

る(思う)じゃないですか。だって、自分が生

まれたとこでしょ。で、勝手にそこが被差別部
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落やっていうふうに、決められたわけじゃない

ですか。だから、そこに住んでて、何であかん

ねんみたいな。「ぱらぱらなったら、わかれh

んちゃうか」みたいなことを言う、ひどい人も

いるんですよ、中には。

{最近は結婚差別の事件はあまり思い当たら

ないが)でむね、表だって差別というのではな

いかも知れませんけど、 rooに住まへんだら、
尉に許しでもいいで:_;みたいな。頭から反対主

かじゃな〈って、 fJl}にいいと。結婚はいいけ、ど、

ここに住む、 00で住むんじゃなくて、外で住

んでくれみたいな。(質問者:ああ、なるほど

ね、条件J 付きみたいな。あえて、他の人tこ

は、自分がOQ出身やって言わなければいいみ

たいな。そういうのは、聞いたことありますけ

ど。だから、反対むされてない、結婚式もきっ

ちりしてるけど、 001こは住んでないと。(中

略)だからもう、ひどい人の、その話とー轄で

すね。「外へ出たらいいねん」みたいな。

以上の事例は、地区出身を隠す「条件」が明

確に提示された例であるが、次の事例4、5は、

それが「賭された条件」となっていたケースで

ある。

高野例4

Dさんは、 30代の地区出身の女性である。 結

婚相手の男性は、長い交際期間のなかでDさん

が地区出身者ーであることに気付いていたようだ

が、お互いにそのことには触れなかった。結婚

の際、相手の両親や親戚からは反対されなかっ

た。しかし、不自然な行動が度々みられた。結

婚前、 Dさんの職場にたまたま結婚相手の知人

がおη、聞き合わせをされたことがあった。そ

のときには、「聞きたいことがあれば自分に聞

いてくれたらいい」と抗議した。

そして結婚式当日、高齢者が多いという理由

で失の郷里からの出席がほとんどなかった。そ

のときはDさんは、特に不審に思わなかったそ

うである。しかし、失の郷里tこ挨拶にいったと

き、その理由が明らかになった。郷里の親戚が

一向に料~で待機しており、その場でいきなり

鼓露宴がはじまったのである。

で、まあ驚いたことは、そのときの紹介の仕

方が大甑で式を挙げたということを一切口には

出してもらえませんでしたね。(中略)で、帰

る段になって、ちゃんと、大阪の方で引き出物

みたいなのを全部用意してて。だから、変な話

二重ですよね。でも、結、婚したばかりなんで、

あまり言うのもあれやと患って、お腹もおっき

かった{妊娠していた)ですし、そのまま、過

ごしてきて。

むやもやしたものを抱きながらも我慢しで生

活してきたが、度重なる不可解な出来事に不審

感を抱き、 Dさんは夫に事情を説明するよう求

めた。

(失の)妹が結婚を大盟主でするときに、私は

当然ながら誰も来られないと患ってたんで、私

むときがそうだったのもそしたら、そり当日

に、 00(:失の回舎)からバスを借り切ってか

なりの人教の方が来られて。で、大甑にも親戚

の方がおられて、かなり釆られてo (中略)そ

のときは「あぜんjと。私の結婚のときは何だっ

たのっていう。そういう理由で、出席できない

と言ってきてたのに、抵の結婚式に半年たった

ときに、/'Iスを借り却ってまで来る、それは何

だったのかなι患ってかなりくやしい患いをし
ましたね。だから、帰ってから、それはま人に

は言いましたね。そねはどういうことって。

(中略)まあ、そのときなんとなく、在、もそれ

以上の話はしなくて、終わってたんですけど。
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子どもが生まれて、喧嘩みたいなのがあって。

そのときに私がこのことを言ったときに、はじ

めて主人のロから、私らの結婚式のときに招待

状は出さなかったと。(中略)r.なんで隠して招
待状も出してくれてなくって、私の気持ちを考

えてくれたのか」っていうのは、生まれてあん

なに泣いたの初めてですね。うん。本当に芦を

あげて泣きましたね。操発したんですね。(質

問者:だれの反対だったんです?)結局、結婚

をすると決まって、むこうの両親と主人とでい

ろいろ話合いしたみたいですね。たぶん、あち

らの同和地域の話が中心だったとe患うんですけ

ど、うちの主人がいわくは、回舎にわかったら、

主人も私も可哀想ゃからということだったんで

すけどむ。「私はfJl}に可京想、じゃないJと、「お

たくのご両親は自分の息子だけが可哀想だった

んだろ、私はfJl}にヨT衰想じゃないよj って言っ

た。だから、「そこで怠の名前を出すのは{筋

が)違ってるやろJっていって。結局、まあそ

ういうことだったんです。図舎の方は、いまだ

に知りません、大阪で式あげたことは。(宿舎

には「披露宴j以来)私も行ってないし、主人

も行ってないし、まあ文が3年前に亡くなった

ときぐらいです。

夫の妹の結婚式まで、 Dさんは何かがおかし

いとは思いつつも言い出すことができなかっ

た。そして、相手側から一方的に 「地区出身を

隠すJという「隠された条件」を付与されてい

たことが、そのとき初めて夫の口から明らかに

なったのである。

次の事例は、地区出身であることを隠すため

に、結婚した事実さえも隠されていたケースで

ある。もはや、結婚の「条件Jとは言えないか

もしれないが、「地区出身を隠す」ことを突き

詰めた先は、ひとりの人間の存在全てを否定す

ることにつながるという重要な例である。

事例5

Eさんは地区出身の30代の女性である。地区

外出身の男性と結婚したが、相手の家族にはE

さんが地区出身であることは伏せていた。しか

し、男性の兄弟のひとりが家族にそのことを明

かしてしまった。妊娠中であったEさんは、中

絶するように義父から言われた。さらに、 離婚

するようにも言われたが、 Eさんは出産し離婚

もしなかった。そこで磯父は、彼の息子とEさ

んは離婚していると親戚に嘘をついた。 Eさん

の存在が隠されていることは、次第にEさんに

もわかってきた。

(夫が事業をはじめるために、親戚に)祝い

をもらいにいくと言ったときに、私が「子ども

の出産貌いももらっていないのに、なんでお祝

いを、いちいちあんたが頭下げてもらいにいか

なあかんのJって言ったら、 f子ども生まれた

こと、向こう知らんのに、祝いなんてもらえる

訳ないゃんj って言われて、それで分かったん

ですよ。揺されていたっていうことを。結婚し

たことすら題されていたんですよ。親戚には。

たぶんね。 言っていないとe患いますよ。

Eさんの失は、同和地区出身の友だちを持っ

ていた。rrそやから俺は関係ない』って言った、
その言葉を信じて結婚した」にも関わらず、 E

さんが地区出身者であることを隠すために、結

婚した事実まで隠していたのである。このこと

を知ったEさんは、離婚を決意した。

以上、結婚に付与された 「条件Jについて、

5つの事例をみてきた。これらを概観して、以

下のことが指摘される。

1) f2000年調査(同和地区内意識調査)Jの

「結婚における被差別体験jの選択肢である

「結婚を反対された」、「結婚式への出席を拒ん
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だ人がいた」、「つきあいを手匹否する人がいた」、

「結婚後は同和地区外に引っ越すように言われ

た」といった差別が生じる以前に、あらかじめ

地区出身であることを周囲に隠されている場合

があり、それが結婚差別をみえにくく、複雑な

ものにしていることが明らかになった。さらに、

地区出身者には隠していることさえ伝えない

「隠された条件Jというケースもみられた。もっ

と極端な場合には、結婚している事実が隠され

ていたという湯合さえあった。

2) r条件」は、地区出身を隠すことに関連し
ているものがほとんどである。また、運動に参

加しないといった条件や、子どもに関する条件

など、アンケートの項目にはなかった結婚差別

の形態が切らかになった。

3) 1 -2で述べたように、地区出身者よりも

地区外出身者の方が「差別を経験した」割合が

高いのは、「隠された条件Jが地区外出身者の

家族・親戚の聞で内密に取り決められるからで

あると思われる。

4)地区出身であることを隠すことを強いられ

ること自体が差別なのであるという認識は、差

別を行った側には希薄であるようだ。事例3、

4、5からそのことが伺える。

5 )結婚を通じて地区出身者が家族の一員と

なっても、受け入れた家室長は必ずしも「反差別J

の態度を取るとは限らない。むしろ、「地区出

身を隠すJという行為は、自分たちの差別意識

を問われないままに、それを温存するように作

用しているのではないか。

6)アンケートや聞き取りでは明らかにならな

いケースがあるのではないか。結婚の「条件」

は差別的なむのであるから、当然受け入れがた

いものである。しかし、それを受け入れること

によって結婚できた人々は少なくないはずであ

る。本調査のイツフォーマソトは、 「条件」が

差別であると告発できた人々である。しかし、

結婚を許してもらった以上、このような「条件」

が差別であると指摘することができない人もい

るだろう。また、「隠された条件Jを一方的に

つきつけられていることを、まだ自覚していな

い人もいるからしれない。

2-2 結婚の許可と差別意識の保持

地区出身者と地区外出身者の結婚を許すとい

うことは、地区外出身者の両親や親戚(あるい

は結婚相手自身)が部落差別意識を克服したと

いうこと訟のだろうか。この節では、差別そ乗

り越えて結婚したものの、その後も消えない家

族・親戚の差別意識によって問題が生じている

務例をみていく。

事例6

Fさんは、地区外出身の30代の女性である。

仕事の関係で、部落解放運動に携わっている地

区出身の男性と知り合った。 Fさんの父親は

「友達ゃったら、かまへんj と、暗に結婚に反

対していた。

しかし、 Fさんは説得を続けた。 r(相手の男

性は)私をものすごく支えてくれる人で、わた

しはこの人とやったら、一緒にやっていけるね

ん、だから人を見て欲しいJと話した。すると、

父親は「どうしていいか、わかれへん」と言っ

て泣き出した。

その後、「父の方が自分の気持ちを整理する

ために誰か入ってほしいJと提案し、知人の教

師に仲介してもらうかたちで、結婚の話を進め

た。父親の心境について、 Fさんは次のように

諮っている。

「お前が苦労するんと違うかなJ って、いう

こととかも言うんですよね。たから私が差別さ

れる側に入るっていう。たぶん、パニタってた

と患うんですよね。支も官分の親訟の甑とか

いっぽい浮かんでたんだと，患うし。
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結婚式には、父親の親戚も出席してくれた。

父親は、親戚を説得してくれたのだった。

その前に、あたしの知らないところでも、親

戚とxとのやりとりはあったようなんですけ
ど。で、そこはもう、支は、認めてんから、父

は「盾になったるJって。結婚が決まったとき

は、そういうふうに、文がやってくれたんです

ね。

しかし、結婚後も問題は残った。父親は、地

区内にある新居に足を踏み入れるのに10年もか

かった。父親は差別意識を克服しようと努力し

ていたと思われるが、それは容易ではなかった

ことがわかる。

事例7

Gさんは、地区外出身の40代の男性である。

Gさんは部落解放運動に携わっており、地区出

身者である現在の妻とは運動を通じて出会う。

結婚したのは、今から約20年前のことである。

Gさんの両親は、 Gさんが部落解放運動に関

わっている以上は、地区出身者との結婚の話が

出てくることを予期していた。「言うてました

ね。いよいよ来たってJ。最初は、両親は 「や

めてくれJと必死になっていた。それでもGさ

んは辛抱強く両親を説得した。父親からは殴ら

れたこともあった。しかし、最終的には「縁切っ

てでも(結婚を)するという感じで、最終的tこ

はお父さんが折れた」。父親は、 Gさんが地区

出身者と結婚することで、親戚との付き合いが

なくなるのを恐れていたのだという。父親は結

婚式には出席したが、親戚は呼ばなかった。

{結婚式は、親量まには)知らさなかった。両

親だけです、来たのは。それで、誰かの法事の

ときに、その時初めて紹介された。まあ、それ

までに開き漏れますわね。それで親戚の人が

fまあ、そんなん気にせんでもいいやんかj て

いうのあったんでしょうね。だから、 fもっと

はよ紹介してあげれば良かったjって言ってま

すけど。

父親の差別意識は、孫ができてから次第に薄

れていったという。しかしGさんの兄の結婚式

では、 Gさんたちは夫婦として紹介してもらえ

なかったり、依然として「わだかまり」がある

という。 Gさんの饗は、以下のように話す。

孫ができてから、もうね。(差別意識は)ちょっ

とずっ取れていったという..。お兄さんの

結婚式は、披露宴だけよんでもらったんですけ

ど、結婚してないということになっていたか

ら・..。一番いやな思い出ですよね。未だに、

わだかまりがある。親戚がどないなん?て思う

なあ。親戚がそんなに大事ゃったら、そっち行っ

たらいいゃんって。なんもして〈れへんでって

{笑L、)。

事例8

Hさんは、 50代の地区外出身の女性である。

Hさんは地区出身の失と結婚し、娘がいる。こ

の事例は、その娘の結婚差別に関するものであ

る。

Hさんの娘は地区外出身の男性と結婚し、男

性の両親と同居している。夫の母親は、 Hさん

の娘が地区出身であることをひた隠しにした。

Hさんの娘は、 Hさんに連絡を取らせてもらえ

なかった。電話をする小銭さえも管理されてい

たという。

〈質問者:その結婚の時の反対、部落というふ

うなことがやっぱりいまだに?)あります。そ

れは。ずーっと、だから、多分伏せているんで
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すゐ扶せてるいうことは、親が(同和地区に)

住んでるいうことは隠してはる.向こうは室全

に。表だっては絶対言わないけどね。

また、失の母親は、息子とHさんとの聞に生

まれた子どもは地区出身ではないと考えている

ようである。失の母親は、日さんの娘に次のよ

うな発言をした。

(娘に子どもが生まれーたとき、 Hさんは)当

然、そう'なったら孫を連れて帰ってきてくれる

だろうと患ってたんです。初めての子だし。患っ

てたらね、 1人で矯ってきたんですorどうし
たんあんたj言ったらお、 fお義母さんがね、

子どもはね、ミルタとパソパースさえあったら、

お母さんなんて必要ないんですJ、そう言われ

てね、帰ってきてね、泣いてね、もう8分のお

麗掻めた子なのに、自分の子でないような気が

したって。

以上の3つの窃:例は、結婚の許可を出すこと

は、差別意識を払拭したということを必ずしも

意味しないことを示している。むしろ差別意識

の払拭は、結婚後の長期的な課題なのである。

次のふたつの事例は、家族だけではなく結婚

相手までもが差別意識をあらわにした事例であ

る。

事例9

Iさんは、 30代の地区出身の女性である。結

婚する前、相手の男性は Iさんが地区出身であ

ることを聞いても「関係ない」と言っていた。

それにもかかわらず、結婚後に地区内の団地に

入居できることになったとき、失は入居を拒否

した。そして、夫が入居に同意するまでの半年

間、別居することになった。

f入居に反対するのは)それがおかしい。だ

から、(差別意識をも って)思ってたんかなと

患って。だから、いさ、 (rお嫁jに)もらうの

はいいけど、住んだらそういうふうになる {地

区出身者であるとみなされる)んかなと患った

んちがうかな。ゃっぽり、結婚とか、就職のと

きに。(質問委:結婚したときがら、分かつて

ることのはずですよね?)それ.d;、「何でJ つ

てなるでしょ。それがおかしい、だから思って

たんかなと患って。いざとなったら、自分が住

むと、自分よりか子どもにはそういう苦労はさ

せた〈ないというのがあったんがなι患う。で
む、私と結婚したとき、はじめから一雄ゃったら

嫌で断ったらよかったんちがうのって、思うで

しょ。

lさんの夫にとっては、 Iさんが地区出身者

であることは「関係ない」が、それは結局のと

ころ、自分やその子どもが地区内に住まない、

つまり地区出身者とみなされないという条件の

下においてのみ「関係なし、Jのであった。

おそらペ Iさんの失にしてみれば、結婚して

自分の「家Jに入って、地区外に居住すること

によって、 Iさんの方が地区外とみなされるよ

うになると考えていたのではないだろうか。

事例10

Jさんは地区出身の20代の女1生である。 Jさ

んは結婚する一前に、現在の失との間に子どもが

できた。夫の両親からは「お金を出してあげる

から、おろしJと言われた。そこには、部落差

別が絡んでいた。

失の両親の言うことは聞き入れず、 Jさんは

結婚し出産したが、相手の実家には足を踏み入

れさせてもらえなかった。そして第2子を出産

するときに、「可哀想ゃから、入れ (同居して

もよい)Jと言われる。しかし、 r(入れと)言っ

た割には、結構『あそこ(Jさんの出身地区)

の人は怖い』とか言って」差別発言は絶えなかっ
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た。そして、次第に夫も差別意識を見せ出した。

差別発言みたいなこともするんですよね。

「部落民のくせにJ とか。なんかこないだも言

われたんですよ。真剣に喧嘩してて。で、マジ

にきれちゃって、私が。カッてきて。 (jさん

の母親も、地区外出身の文親から同じように差

別発言を受けていたので)rうちのお母さんを
これ以上毎つけるなJ、みたいな感じのところ

があるんですよ。だから、結構ひどいことを言

われたりしたら、カミあって言い返したりして、

それがもとで喧嘩、大喧嘩したり。

上記のふたつの事例からは、同和地区への偏

見を持ちながら地区出身者と結婚しうることが

分かる。

以上の事例から、次のような点が指摘される。

1 )地区外出身者の家族は、結婚を許していた

として也、必ずしも差別意識を克服している と

は限らない。家族だけではなく、当の結婚相手

自身が克服していないことさえある。

2)地区出身者の人柄といった個人的な長所を

理解して結婚を許したとしても、同和地区全体

への偏見はそのまま保持していることがある。

また地区出身者が、地区外出身者と結婚したり、

地区外に転出することで地区出身であるとみな

されなくなる という考え方が存在する。

2-3 被差別体験という傷

以上、結婚における被差別体験に関する事例

をみてきたが、最後に、一度受けた差別は忘れ

られないものであり、その後の家族関係にしこ

りを残してしまうという語りを引用して、この

節を終りたい。

事例4-(2) 

前出のDさんは、地区出身を隠すために結婚

式が2度行われたことについて、以下のように

述べている。

主人なんかはわりと忘れてる、「普のこと言

うてj みたいなところがあったりするけど、で

もそれは実際に受けた者じゃないと分からない

し、一生消えないよっていうのは、その時に言

いました。

差別をした側の夫の認識では結婚差別は過去

のものだが、差別を受けた側のDさんにとって

は、結婚差別は一生ついてまわる問題なのであ

る。

事例7-(2) 

Gさんは、両親の反対を押し切って、地区出

身者である現在の奏と結婚した。結婚後、 Gさ

んの両親の差別意識は 「ちょっとずっ取れて

いっ」ているが、それでも一度受けた差別の

「わだかまり」は消えないという。 Gさんの萎

の語りを、もう一度引用する。

孫ができてから、もうね。(差別意識は)ちょっ

とずっ取れていったというρ お兄さんの結婚式

は、援露宴だけよんでもらったんですけど、結

婚してないということになっていたから。一番

いやな思い出ですよね。未だに、わだかまりが

ある。

DさんもGさんの妻も、離婚は考えていない

し、家族や親戚との関係も悪くない。しかし、

出身であることを隠すという一種の存在否定を

されたことは、時聞が経過しても忘れ去ること

はできないのである。
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『人権問題研究.s 2号

3.おわりに ーまとめと

「一方が同和地区出身の夫婦Jの割合が上昇

している背景のひとつには、「条件」っき結婚

が関係しているようだ。「条件」を受け入れる

ことて・結婚に至ったものの、その「条件Jが

「地区出身を隠サ」ため。の差別的なものである

がゆえに、結婚率の上昇にもかかわらず被差別

体験の率むあがっていると考えられる。

また、地区出身者との結婚を許可することは、

必ずしも差別意識の払拭を伴わないということ

が明らかになった。この点、から、結婚率が上昇

しても差別意識自体はなくなっていないのだか

ら、結婚における被差別体験の率は高いままで

あることが説明できょう。

そして、以上のふたつの点から、結婚率の上

昇だけをもって部落差別の解消を説明すること

はできないことがわかる。もちろん、地区出身

者だというだけで有無をいわせず「破談」にし

てしまう従来の結婚差別のありようと比較すれ

ば、まだ「条件」っきとはいえ、状況は改善し

ているという主張もできるだろう。しかし、結

婚を許しながらも差別意識を保持しつづけると

いう意識のあり方は、差別解消の過渡期的なも

のなのか、あるいは、新しい差別の形態なのか

は今後吟味が必要である。

それから、 ["2000年調査』は調査対象を同和

地区内居住者に限定しているため、地区外転出

者の状況は明らかになっていない。結婚の「条

件」 は、「地区出身を隠すjことが主要な目的

であったから、「条件」を受け入れて地区外に

転出したり、出身を隠して生活している転出者

が多数存在することが推測される。

最後に、従来の調査では結婚以前や結婚する

際の差別の分析に重点、をおいてきたが、結婚率

が上昇している現在、地区出身者が結婚後に抱

えている困難について、 より注目し、課題とし

ていく必要があることを付け加えておきたい。

【詮]

* Naoko SallO 元~良人権 ・部落解放研究所研究員

1 ) f2∞G竿講査Jでは、同和地区内意識溺査のEla回答，.
に彼差別体験を"2し、かっ、彼去を別体験調査に協力して

もよいとの意向を示した上で、連絡先と氏名を記した方

の$:から、被差別体験に関わるヒアリンダ{聞き取り鯛

登)を行っている。その重点目標のひとつに、結婚差別

に自書するヒアリングがあげられている。この績査結果l主、

f同和問題の解決に向けた実態害事銅査報告書 (被差別体

験縞釜).Bにまとめられてレる。 筆者は潟牽員としてヒ

アりンゲに参加し、また報告書の署員.も鐙当している。

ヒアリングはライフヒストリーの手法を用いて、被差別

体験だけでなくインフ方ーマントの生活をトータルに縫

えることを目指した。本穏では、報告書に掲越した範留

肉でデータを用いているので、乙のライフヒストリーの

特性を活かすことができず、断片的なものになってし

~っていることをお断り しておきたい。

また、時間を割いて長時間のインタピューに答えてく

ださったインフ才一マントの皆僚に、ここで感謝を申し

しあげたt、
2) Ii'同和問題の解決に向けた実飯事事栂査委員会委員分析純

告書(同和地区内窓識割高査)J56ページ。
3) r夫錫とも同和I4!!IX出身JI主、 f1945~匹以前J 56.8%が、

fl991-1995~芋J には14.5%にまで減少している.一方

の「夫婦の一方が同和治区出身JIまf1945年以前Jには

19.，8%だっ たものが、f1991-1995~手J には:63.5%にま

で増加している。

4) f2C周年調査{悶和地区内意識綱釜)J問28Aおよび問28

B。
5)望者回答は2.8%である。

6) r同和問題の解決に向けた実態等綱益事き員会委員分析報
告書(同和地区内滋識調室.)JJ 63ページ。

7)なお、結悠差別を受けたり破談になる前に、恋愛・結婚

からSらを遠ざけてしまう fl:Jむ については、れは均

年議査{彼重量~J体験講釜).1 第 3.r結婚差別に立ち向
かう論理」および第4章 「結絶望!1l1Jのみえにくさ」に詳

しい。
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